
（
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
の
支
給
申
請
手
続
）

（
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
の
支
給
申
請
手
続
）

第
百
一
条
の
六

（
略
）

第
百
一
条
の
六

（
略
）

（
削
る
）

２

高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
は
、
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
に

対
し
、
第
百
一
条
の
十
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
場
合
を
除
き
、
そ
の
者

の
預
金
又
は
貯
金
へ
の
振
込
み
の
方
法
に
よ
り
支
給
す
る
。

（
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
の
支
給
申
請
手
続
）

（
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
の
支
給
申
請
手
続
）

第
百
一
条
の
七

（
略
）

第
百
一
条
の
七

（
略
）

２

第
百
一
条
の
五
第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
及
び
前
条
の
規
定
は
、
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
の
支
給
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
一
条
の
五
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
一
条
の

七
第
一
項
」
と
、「
同
項
に
定
め
る
書
類
（
六
十
歳
到
達
時
等
賃
金
証
明
書
を
除
く
。）」
と
あ
る
の
は
「
同
項
に

定
め
る
書
類
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
一
条
の
七
第
一
項
」
と
、「
法
第
六
十
一

条
第
一
項
本
文
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
十
一
条
の
二
第
一
項
本
文
」
と
、「
支
給
対
象
月
」
と
あ
る
の
は
「
再

就
職
後
の
支
給
対
象
月
」
と
、
同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
中
「
支
給
対
象
月
」
と
あ
る
の
は
「
再
就
職
後
の
支

給
対
象
月
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

第
百
一
条
の
五
第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
及
び
前
条
の
規
定
は
、
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
の
支
給
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
一
条
の
五
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
一
条
の

七
第
一
項
」
と
、「
同
項
に
定
め
る
書
類
（
六
十
歳
到
達
時
等
賃
金
証
明
書
を
除
く
。）」
と
あ
る
の
は
「
同
項
に

定
め
る
書
類
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
一
条
の
七
第
一
項
」
と
、「
法
第
六
十
一

条
第
一
項
本
文
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
十
一
条
の
二
第
一
項
本
文
」
と
、「
支
給
対
象
月
」
と
あ
る
の
は
「
再

就
職
後
の
支
給
対
象
月
」
と
、
同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
中
「
支
給
対
象
月
」
と
あ
る
の
は
「
再
就
職
後
の
支

給
対
象
月
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
の
支
給
）

（
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
の
支
給
）

11

第
六
項
（
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
届
出
（
事
業
主
を
経
由
し
て
提
出
す
る
場
合
に
限

る
。）は
、
当
該
事
業
主
が
特
定
法
人
の
事
業
所
の
事
業
主
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付

支
給
申
請
書
の
提
出
に
代
え
て
、
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
電
子
情
報
処
理

組
織
を
使
用
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
電
気
通
信
回
線
の
故
障
、
災
害
そ
の

他
の
理
由
に
よ
り
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
、
か
つ
、
電

子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
な
い
で
当
該
届
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

10

第
六
項
の
届
出
（
事
業
主
を
経
由
し
て
提
出
す
る
場
合
に
限
る
。）は
、
当
該
事
業
主
が
特
定
法
人
の
事
業
所

の
事
業
主
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
の
提
出
に
代
え
て
、
高
年
齢
雇
用

継
続
給
付
支
給
申
請
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う

も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
電
気
通
信
回
線
の
故
障
、
災
害
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
、
か
つ
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
な
い
で
当
該
届
出

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

８
〜
10

（
略
）

７
〜
９

（
略
）

７

第
四
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
（
こ
の
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
高

年
齢
雇
用
継
続
給
付
支
給
申
請
書
を
提
出
し
た
被
保
険
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
新
設
）

２
〜
６

（
略
）

２
〜
６

（
略
）

第
百
一
条
の
五

（
略
）

第
百
一
条
の
五

（
略
）

（
法
第
六
十
一
条
の
四
第
一
項
の
休
業
）

（
法
第
六
十
一
条
の
四
第
一
項
の
休
業
）

第
百
一
条
の
十
六

介
護
休
業
給
付
金
は
、
被
保
険
者
（
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
及
び
日
雇
労
働
被
保
険
者
を

除
く
。
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
同
じ
。）が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
休
業
（
法
第
六
十
一
条
の
四

第
三
項
に
規
定
す
る
支
給
単
位
期
間
に
お
い
て
公
共
職
業
安
定
所
長
が
就
業
を
し
て
い
る
と
認
め
る
日
数
が
十

日
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）を
し
た
場
合
に
、
支
給
す
る
。

第
百
一
条
の
十
六

介
護
休
業
給
付
金
は
、
被
保
険
者
（
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
及
び
日
雇
労
働
被
保
険
者
を

除
く
。
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
同
じ
。）が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
休
業
（
法
第
六
十
一
条
の
四

第
三
項
に
規
定
す
る
支
給
単
位
期
間
に
お
い
て
公
共
職
業
安
定
所
長
が
就
業
を
し
て
い
る
と
認
め
る
日
数
が
十

日
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）を
し
た
場
合
に
、
支
給
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
後
（
ロ
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
日
以
後
）

の
休
業
で
な
い
こ
と
。

三

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
後
の
休
業
で
な
い
こ
と
。

イ

休
業
終
了
予
定
日
と
さ
れ
た
日
（
そ
の
事
業
主
に
申
し
出
る
こ
と
に
よ
つ
て
変
更
さ
れ
た
場
合
に
あ
つ

て
は
、
そ
の
変
更
後
の
日
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
前
日
ま
で
に
、
対
象
家
族
の
死
亡
そ
の
他

の
被
保
険
者
が
休
業
の
申
出
に
係
る
対
象
家
族
を
介
護
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
事
由
と
し
て
公
共
職
業
安

定
所
長
が
認
め
る
事
由
が
生
じ
た
こ
と
。

イ

休
業
終
了
予
定
日
と
さ
れ
た
日
の
前
日
ま
で
に
、
対
象
家
族
の
死
亡
そ
の
他
の
被
保
険
者
が
休
業
の
申

出
に
係
る
対
象
家
族
を
介
護
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
事
由
と
し
て
公
共
職
業
安
定
所
長
が
認
め
る
事
由
が

生
じ
た
こ
と
。
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